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発言要旨

•自己紹介
•大学入試を研究する
•高大接続改革と東北大学
•どこで間違えたのか？
•これからの大学入試
•今、一番大切なこと
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自己紹介
• 氏名：倉元直樹 (くらもと なおき)
• 東北大学高度教養教育・学生支援機構 高等教育開発部門入試開

発室（東北大学入試センター）教授
• 所属学会：日本テスト学会、日本教育心理学会等
• 職歴：大学入試センター研究開発部（８年４カ月）

東北大学アドミッションセンター
同入試センター（21年１か月）

•入試研究 に携わって通算30年近く、実務に携わって約21年
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大学入試を研究する (1)

•大学入試学（Admission Studies）
← まだ存在しない、これからの学問

1. 大学入試という営みは学問の対象と思
われていない

2. 誰しもが自らの経験を基に持論を語る
ことができる
→ 時代遅れの前提、非現実的理想論

3. 大学入試の科学化は旧文部省の悲願
であった（鴫野，2003 / 2020）
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大学入試を研究する (2)

• 大学入試学とは？
• 大学入試学の目的

•機関研究 → 所属大学のため
（事例）研究成果としての東北大学

「高校からの評価ランキング」
•総合評価（15年間で14回 全国１位）
•生徒が伸びた（４年連続全国１位）
• 情報開示（広報）に熱心

（６年連続全国１位）
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大学入試を研究する (3)

•大学入試学の特徴
• 基礎学問ではなく、ハイブリッドな実践的学問領域
•評価者は学会の専門家というよりも一般社会

← 社会とのコミュニケーションが重要
• 普遍的、法則定立的ではなく、問題解決型

← 現在の日本の大学入試に関わる問題解決に知恵を出す
• 証拠（エビデンス）に基づく実証的学問

• 大学入試学のフィールドとしての東北大学は？
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高大接続改革と東北大学 (1)

1. 高大接続改革における東北大学の立場の変化
① 里見進前総長【国大協入試委員長 → 会長】時代

• 高大接続改革の積極的推進
• 学力重視の東北大学型AO入試の拡大（募集人員比30％）

② 実現不可能な改革案に関して何度も意見を具申
③ 直面する問題解決に向けての意思決定

← 日常的なコミュニケーションによる高校の実態把握
質問紙調査による高校側の意見の把握
早期からのWG活動、学内コンセンサスの形成

2020/5/14 東北大学 倉元直樹 7



高大接続改革と東北大学 (2)
2. 東北大学が直面した４つの課題と解決方策
【原則】改革年度の受験生の努力を無駄にしない

① 共通テスト記述式導入によるAO入試Ⅲ期の日程問題
→ 自己採点利用方式による第１次選考

② 一般入試における英語４技能の評価
→ H33は英語民間試験は利用せず、A2レベルを出願基準に

③ 共通テストにおける国語記述式の利用
→ 合否ラインで同点に並んだ際に利用

④ 一般入試における主体性評価
→ 自己申告（チェックリスト５項目）、調査書は根拠資料

2020/5/14 東北大学 倉元直樹 8



高大接続改革と東北大学 (3)

3. 昨年末の方針転換 を受けた現状
• ①、③は撤回、②、④はそのまま

← 受験生には実質的影響なし

4. 東北大学の方針決定に寄与した背景要因
• 最初から改革がとん挫することを予想 していた

• 根拠：大学入試センター試験業務に関する知識
大学入試センターへの実地調査（研修、計３回）

• 学内コンセンサス形成：WGを通じた情報共有
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高大接続改革と東北大学 (4)

•高校調査とその活用
• 目的：高大接続改革への東北大学の意思決定のため
• 対象：東北大学への受験者、合格者が多い高校
• 第１回調査（2018年1月～4月）(倉元他，2019, 2020等）

• 自己採点利用方式導入やむなし: 58.5%
• 記述式問題活用とても重視してほしい：5.6%
• 英語民間試験一般入試全受験者適用賛成：8.3%

• 第２回調査（2018年12月～翌年４月）で確認
• 大学入試室も調査に賛同（朝日新聞報道による）
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どこで間違えたのか？ (1)

• そもそも何が問題なのか？誰のための改革か？
• 高大接続答申（2014）で描かれた高校教育？

• 臨教審答申（1985）の時代？（倉元，2017 / 2020a）
• 現代中国の高校教育？（倉元・尹，2020）

1. 学校段階における役割分担
• 初中等教育と高等教育は起源から違っているのでは？
• 現代に合わせた変化は当然だが、シームレス論は奇妙
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どこで間違えたのか？ (2)
2. 大学入試が高校教育に与えている影響

• 大学入試の三原則の一つ（佐々木，1984）
• 学士課程答申（2008）では、大学入試の影響力低下
を認識していたはずでは？（倉元，2017 / 2020a）

• 大学入試の影響力の局所性（倉元，2004）
3. 共通テストと個別試験の役割

• 共通１次とセンター試験の設計思想（倉元，2013）
• 入試に携わる関係者の心情：教育への使命感か自ら
教育する学生への期待感か（倉元，2019）
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どこで間違えたのか？ (3)

4. 各大学の多様性
• わが国では入学者の選抜権は大学にある
•入試の多様化は1990年代からの錦の御旗
• 入試の多様化とAO入試の位置づけ（倉元，2009）

5. 施策のフィージビリティ
• 「２年前予告」では間に合わない（倉元，2012）
•受験生保護の大原則（倉元，2020b）
•初等教育からの変革を待つ必要がある課題も
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どこで間違えたのか？ (4)

• 大学入試改革の副作用は大きい（倉元，2014a）
• 理念からの出発 → 混乱を招く
• 改革には副作用 → 手順を詰めて慎重な吟味
•出口からの議論が必要ではないか？

• 大学入試は妥協の芸術（倉元，2014b）
• 一つのロジックで皆が満足する解は得られない
• 下手な妥協と上手な妥協がある

•もう一度、問題設定からやり直しませんか？
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これからの大学入試 (1)

•個別試験の重要性（宮本・倉元，2017）
← 高大接続改革の議論で見えてきたこと

• 高大接続改革における審議の経過と個別試験
• 審議経過の中で個別試験廃止論（土井，2020）
• 高大接続答申では「主体性評価」の役割
• 共通テスト記述式導入の無理（倉元，2017 / 2020a）

→ 高度な学力の測定に関する個別試験への回帰
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これからの大学入試 (2)

• 共通テスト記述式
導入の根拠資料

• 教科単位の分析
（国語・小論文・
総合問題を課さ
ない募集人員が約
６割）

• 記述式はこの３教
科だけではない！
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これからの大学入試 (3)

募集
人員

記述式問題（穴埋め
式・短答式を除く）
解答あり 解答なし

前期 65,161 
62,229 2,932 
95.5% 4.5%

後期 15,789 
11,519 4,270 
73.0% 27.0%

全体 80,950 
73,748 7,202 
91.1% 8.9%
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• 一般入試全ての教科・
科目について小問単位
の分析

• 集計は前頁資料と同じ
• 国立大学で記述式を課
さない学部の受験者は
1割弱に過ぎない



これからの大学入試 (4)

• 主な教科・科目の傾向
• 記述式（80字超、80字以
下、その他、穴埋め
式）、客観式

• 文系：出題数から言っ
ても国語 に期待

• 理系：理科 である程
度、出題されている
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これからの大学入試 (5)
• 文部科学省委託事業（国
語）の成果より

•受験者（高校生）の評価
•国語問題が評価する特性
•知識・能力はマークシート
でも評価可能

•意欲・関心は小説
•新奇性は新傾向問題
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これからの大学入試 (6)

• 個別試験の役割
• 入試問題は選抜のツールであると同時に無償の教材
• 高校教員は良質な入試問題 を使って教科指導
• 高校の視点に立つと入試問題は各大学の実質的なアド
ミッション・ポリシー（高梨，2011）

• 個別試験の改善に向けて
•作題負担をどうするか → コンソーシアム化は？
• 東北大学の事例：教科・科目別の特任教授制度
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これからの大学入試 (7)
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第Y問の難易度と合計点への寄与度 • 東北大学における個別

試験問題の取組事例 (1)
• 年度ごとに安定した作題
への模索
← フィードバック情報
• Ａ学部の５年間の正答率
と合計点への寄与度

•第X問と第Y問の比較



これからの大学入試 (8)
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Ｘ年度における国語各大問の
学部ごとの合否判別への寄与度 • 東北大学における個別

試験問題の取組事例 (2)
• 学部ごとに受験者の特
性 は違っている

• ある年度のＰ、Ｑ、
Ｒ、Ｓ学部の合否判定
への寄与度

• 学部ごとに合否に利く大
問が異なる

0.00 0.10 0.20 0.30 0.40 0.50 0.60全学部

P学部

Q学部

R学部

S学部

第α問 第β問 第γ問 第δ問 合計



これからの大学入試 (9)

• 大学入学者選抜は一般選抜（一般入試）が基本
• 広がりすぎた推薦、AOの制御は課題

• 望まれる支援
1. エビデンスに基づく現状分析から出発する改革論

大学入試学の普及 → 大学入試学会の必要性
2. 個別試験の強化

作題体制の強化 → 専門家養成、コンソーシアム化
3. 急ぎすぎない、長期的視点での改革を
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今、一番大切なこと

•令和３年度入試の受験生をロストジェネレーションに
しない！

•入試改革に翻弄された世代 ← コロナが襲う
•大人が最大限の努力 を見せるべき
• ３段階のコンティンジェンシー・プラン
• 彼らが目標にしてきた入試（=選抜方法）を可能
な限りそのまま実現する方策を考えましょう！
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